






目的

小児の発達は多面的であり、医師または心理のみでは小児の発達のすべてを知ることは不

可能である。我々はハイリスク児において少数例であっても、多方面より綿密にフォロー

アップし、その発達的特徴を明らかにしその結果を基にして少産時代の小児の家庭支援に

役立てることを目的として本研究を行った。


